
衛星地球観測漁業利用の現状衛星地球観測漁業利用の現状
宇宙開発委員会宇宙開発委員会

場所：文部科学省 4F 会議室
日時：平成19年12月12日（水）

14時00分～15時00分

漁業情報サービスセンター
為石 日出生
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主な項目主な項目
(1)海の桜前線（ADEOS）
(2)水色がカツオ漁場を特定（ADEOS）
(3)ADEOS・ADEOS-Ⅱ・ SeaWiFS・MODISの連
携で資源変動を追う

(4)ADEOSにより赤潮予測への挑戦
(5)エチゼンクラゲの常時監視は、AMSR・AMSR-E
が不可欠

(6)サンマが暖水渦周辺に漁場を形成するわけ
（AMSR-E・MODIS・ALOS）

(7)中層のマグロ漁場を特定する
(8)燃油の節約金額を試算する
(9)外国漁船の監視
(10)衛星情報の漁業利用は有名か



(1)(1)海の桜前線（海の桜前線（ADEOSADEOS））



日本海ブルーミング現象
（旬ごとに徐々にブルーミングが北上していることがわかる）

1997年４月中旬～5月下旬

ADEOS
OCTS水色画像
（九大・応力研が
この結果を利用）





この海洋現象が産業（漁業）に役立つか。



①カラフトマスの適水温は 8～13℃
②主食は動物プランクトン



ADEOS/OCTS
chlorophyll-a
concentration

NOAA/AVHRR
surface

isothermal 

13℃

8℃

水温8～13℃に植物プランクトン多い海域が分布（ﾌﾞﾙｰﾐﾝｸﾞ現象）
GCOM-Cに期待



(2)(2)水色がカツオ漁場を特定水色がカツオ漁場を特定
（（ADEOSADEOS））



Skipjack tuna     (Katsuwonus pelamis)        
カツオ（鰹）



カツオ適水温

カツオ適水色



カツオ適水温・適水色の合成画像（白色部）

ADEOS衛星
OCTS画像



(3)ADEOS(3)ADEOS・・ADEOSADEOS--ⅡⅡ・・
SeaWiFSSeaWiFS・・MODISMODISの連携での連携で

資源変動を追う資源変動を追う



Japanese Sardine  (Sardinops meranosticta)     
マイワシ（鰯）

①マイワシは20㎝の魚体で７年も生きることができる
②産卵に加わるのは１～２歳魚から
③少なくとも５年間毎年産卵を続ける





マイワシ資源には、約50～70年の周期があり、その変動も1万
から450万トンと大きい。この変動傾向は、世界的に同じ傾向。





マイワシは
鰓把が長く
きめ細かい。
直接、植物プ
ランクトンの
摂取が可能。



植物プランクトンの地球規模の定量的な長期変動を求めるのは、
極めて困難。



1998年

1999年

2000年

2001年 総植物プランクトン
量の経年変動

ADEOS
ADEOS-Ⅱ
SeaWiFS
MODIS等
の連携による
画像の継続性
将来はGCOM-C
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（3億～3億6千万ﾄﾝ）



(4)(4)ADEOSADEOSにより赤潮予測へのにより赤潮予測への

挑戦挑戦



ADEOS衛星による赤潮予測手法の開発（10,000細胞以上が赤潮）

1996年



(5)(5)エチゼンクラゲの常時監視は、エチゼンクラゲの常時監視は、
AMSRAMSR・・AMSRAMSR--EEが不可欠が不可欠



エチゼンクラゲ



1995年9月上旬
山陰沿岸直径250㎞
大型暖水塊が形成
9月下旬～12月に
山口県～岩手県に
ｴﾁｾﾞﾝｸﾗｹﾞ出現

被害金額
5,000万円以上

（山口県～
石川県の
合計8県）



沖合のエチゼンクラゲは暖水渦に分布していることがわかる

日本海は雲が多いNOAA衛星



NOAA赤外線水温

AMSR-Eマイクロ波水温

緯 度 経 度 水 温
45.1 142.0 13.5
45.4 140.1 12.4
－ － －
－ － －

船舶水温その他（海面高度データ等）

NAVY水温

気象庁解析水温

各種データの収集・及び等温線解析

NAVY水温

１／１６°

なし

１回／日

AMSR－E
マイクロ波水温

３０－４０ｋｍ

降雨領域と１７ｍ／ｓ
以上の強風域

１回／日

NOAA
赤外線水温

１．１－数ｋｍ

雲域

数回／日

気象庁
解析水温

０．２５°

なし

１回／日

データの種類データの種類

空間解像度空間解像度

欠測域欠測域

入手頻度入手頻度

≫ ＞ ＞

衛星情報
完成品

提供方法：
①FAX
②パソコン
③シー魚ッ
チャー



沖合のエチゼンクラゲは暖水渦の周辺に分布し、渦から沿岸域へ南下

ｴﾁｾﾞﾝｸﾗｹﾞ出雲沿岸に10,000個出現2005年10月下旬

（海面高度画像）



(6)(6)サンマが暖水渦周辺に漁場サンマが暖水渦周辺に漁場

を形成するわけを形成するわけ
（（AMSRAMSR－－EE・・MODISMODIS・・

ALOSALOS））



Pacific Saury      (Cololabis saira)       
サンマ（秋刀魚）



2004年10月9日 （NOAA・AMSR-E・実測水温等）

2004年三陸沿岸のサンマの初漁
QRY＝船間
連絡による
漁場位置
(正確だが
秘密性が
強い）



2004年10月10日



2004年10月11日



2004年10月12日



2004年10月13日



2004年10月14日



2004年10月15日



サンマ漁場形成と水温・水色画像（2004年10月25日）
（暖水渦の周辺部に漁場が形成され、その暖水渦周辺部に
相対的にクロロフィルーａが多いことがわかる）

（暖水渦の周辺部に微細渦の存在）

MODIS水色画像



金華山沖暖水渦の微細渦と植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ・動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ・
サンマの関係を示した模式図

ｻﾝﾏ群
微細渦
動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ
植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ



クロロフィルa平均値変動とサンマ平均漁獲量　平成16年10月23日～11月11日
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ｸﾛﾛﾌｨﾙa

ｻﾝﾏ漁獲量

ｸﾛﾛﾌｨﾙｰaの増減変動とサンマ漁獲量（CPUE）の変動がよく一致
21日間で4回の周期（5日間程度の周期：直径10㎞程度の微細渦）



微細渦の直径7海里（13㎞） 南日の方程式（1964）では寿命5～6日

（1966年11月6日）



.

①1966年11月6日～7日に
39°20′Ｎ・143°20′Ｅ
で、最高30ﾄﾝ平均10ﾄﾝの好漁
しかし、11日以降

②39°00′～20′Ｎ・142°30′
～143°30′Ｅで、最高7ﾄﾝ平均
1～2ﾄﾝと低調になり消滅。

③5～7日間の漁場形成

④資料
漁況速報第42号～43号
1966年11月11日発行
1966年11月16日発行
（東北水研：漁場知識普及会）

宮城県気仙沼沖の★のマークが
微細渦のあったところを示す。



11月９日

NOAAの水温画像では金華山沿岸の渦は確認できない
（2006年11月9日）



１１月９日～１０日

青丸は
ｻﾝﾏ漁場
（2006年
11月9日
～10日）

PALSAR
では、流れ
に沿った波
が認められ
渦が判断で
きる.

赤枠を拡大
すると微細
渦が認めら
れる.



ALOS（だいち）ｾﾝｻPALSAR金華山沖暖水渦周辺の微細渦

2006
11･9



MODIS水色画像（2006･11･9)

暖水渦の
周辺部で
ｸﾛﾛﾌｨﾙーa
が多い。



20062006年年99月月1515日日 MODIS MODIS 海表面水温画像とサンマ漁場海表面水温画像とサンマ漁場
10日
11日
12日
13日

PALSARの観測範囲
（磁石に集まる鉄くず）
なぜかわからなかった。



10日
11日
12日
13日

20062006年年99月月1010日日 PALSARPALSARとサンマ漁場とサンマ漁場の模式図の模式図

ファインモード
オリジナル画像
2枚を合成
Gコントラスト調整済み
B平均処理輪郭抽出画像

09/06
CHL画像

09/15
CHL画像

親潮域親潮域

混合域混合域

厚岸 海況の活発化
◎暖水ストリーマ
の発生

◎海に微細模様
◎漁場の動き大

海が興奮する
（人間の顔の青筋）



10日
11日
12日
13日

20062006年年99月月1010日日 PALSARPALSARとサンマ漁場とサンマ漁場 拡大図拡大図

厚岸

ファインモード
オリジナル画像
2枚を合成
Gコントラスト調整済み
B平均処理輪郭抽出画像

超微細渦と細胞模様
縞模様は一体何？



(7)(7)中層のマグロ漁場を特定中層のマグロ漁場を特定

（従来の「表層の魚」から（従来の「表層の魚」から
「中層の魚」への挑戦）「中層の魚」への挑戦）



海面高が高い海域2006年9月11日～20日



漁場探索技術開発事業





((８８))燃油の節約金額を試算する燃油の節約金額を試算する





シー魚ッチャー受信用パケット通信アンテナ



シー魚ッチャーSeaSea Watcher  information Watcher  information 
systemsystem



Main imagery Main imagery 
Set  on seaSet  on sea--

watcherwatcher

SST image Color image 

Sea level  image Prediction wave length



気圧配地図 台風情報

Sub imagery SetSub imagery Set

Iso-thermal map of ship data Predict of fishing ground

Weather forecast Typhoon forecast



ﾌﾟﾛｯﾀｰﾌﾟﾛｯﾀｰ

Another sub image Set

Sea Watcher Navigation system of course plotter with GPS



Composite image of ocean topographyComposite image of ocean topography
and and isoiso--thermal thermal mapmap

Sea-Watcher



Infrared image, composed of  Infrared image, composed of  
position  of vessel and fishing position  of vessel and fishing 

groundsgrounds
Sea-Watcher

カーナビのようだ



さんま漁業

遠洋 近海 沿岸 遠洋 近海 沿岸 遠洋 近海等 遠洋 近海 沿岸

百万円
燃油費（Ｂ） 150 47 9 30 96 42 26 156 71 43 19 11

（Ａ）×（Ｂ） 1,650 282 495 5,790 22,080 14,322 7,254 5,928 13,206 817 1,786 70,257

資料：Ｈ１４漁業・養殖業生産統計年報〔主とする漁業種類別漁業経営対数）
資料：Ｈ１４漁業経営調査報告書〔漁業経営タイプ別事業収支）

節約額：１４３，８６７百万円×15％（節約率）＝２１,５８０百万円（２１５億８千万円）

230 94 6,38719

人工衛星の情報を利用した場合の経済効果

漁業種類

隻数（Ａ）

合計

11 6 55 193 341 7,839

143,867

まき網漁業 まぐろ延縄漁業 かつお一本釣り漁業

279 38 186

いか釣り漁業

衛星情報を利用した魚群探査での燃油の節約
（経済効果：試算値）

節約額：1,438億67百万円Х15%（節約率）＝215億8千万円

（節約率はアンケート調査結果の平均値）



(9)(9)外国漁船の監視外国漁船の監視



日本漁船名（第1大西丸・第2大和丸）を名乗る某国不審船



拡大図

取締船
龍星丸
位置

RADARSAT画像でも多
数の漁船を確認できた

当日の行動立案や
定常監視に有効

全長推定値：59.3 m
全幅推定値：9.2 m

全長推定値：41.6 m
全幅推定値：7.5 m

全長推定値：41.0 m
全幅推定値：7.4 m

全長推定値：55.2 m
全幅推定値：8.8 m

全長推定値：45.4 m
全幅推定値：7.8 m

・アルゴリズムによる推定結果



((10)10)衛星情報漁業利用は有名衛星情報漁業利用は有名



農林水産省１階
消費者の部屋

2007年2月26日
～3月2日
（正味4日間）



1%

12%

22%

24%

26%

15%

0%

10代

20代

30代

40代

50代

60歳以上

回答なし

（1）年齢
2005年度2006年度

10代 15 1% 0%
20代 123 20% 8%
30代 229 22% 19%
40代 252 24% 26%
50代 255 26% 30%
60歳以上 156 15% 17%
回答なし 1 0% 0%

1031合計

（6）衛星情報が漁業に利用されている事を知ってるか

2005年度 2006年度

知っていた 546 53% 57%
知らなかった 484 47% 43%
回答なし 1 0% 0%

1031合計
53%

47%

0% 知っていた

知らなかった

回答なし

漁業と宇宙利用アンケート結果 （回答率96％）



（8）展示内容は面白かったか　※重複回答あり

2005年度 2006年度

面白かった 854 83% 82%
165 16% 17%
5 0% 0%

回答なし 8 1% 1%

1032

どちらともいえない

合計

つまらなかった

83%

16%

0%

1%

面白かった

どちらともいえない

つまらなかった

回答なし

（9）宇宙についてもっと知りたくなったか

71%

26%

1%

2%

もっと知りたくなった

今までと変わらない

特に知りたいと思わない

回答なし

2005年度 2006年度

731 71% 66%

273 26% 28%

8 1% 1%

回答なし 19 2% 2%

1031合計

もっと知りたくなった

今までと変わらない

特に知りたいと思わない



将来への期待将来への期待

(1)燃油節約・計画的操業
(2)新しい海洋現象の発見
（微細渦・細胞現象の発見と

漁業）

(3)資源管理への取り組み
（潜在資源量の算出）

(4)環境監視（赤潮・エチゼンク
ラゲ・流油・不審船）



JAXAJAXA・・SACSACに期待することに期待すること

①地球観測衛星の継続性

（GCOM-C・GCOM-Wｼﾘｰｽﾞに期
待）

②漁船へのデータ提供の

ための通信衛星

③海面高度センサの搭載

④衛星による漁船監視システム


